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概要

本稿は、空港利用におけるネットワーク効果を実証的に考察する。空港利用におけるネット

ワーク効果には、以下の 3種がある。(a)空港発着の路線数（つまり、その空港と接続している

空港数）増加により、需要が増加する効果（「物理的効果」）。(b)空港利用者増加により、混雑

の不快さや、航空移動の特別感の減少などが生じる効果（負の「直接ネットワーク効果」）。(c)

空港利用者増加により、ターミナルの店舗の充実といった周辺サービスが充実する効果（「間接

ネットワーク効果」）。日本の航空旅客市場のデータを用いて、これらの効果の存在と、その重

要性を検証する。第 1に、ネットワーク効果の存在の検証として、旅客数を空港利用者数に回

帰する誘導形推定を実施する。第 2に、運賃やフライト数と比較したネットワーク効果の重要

性を議論するため、航空需要モデルの推定を試みる。そこでは離散選択モデルを利用する。こ

れらの分析の結果、有意に正のネットワーク効果が確認され、特に、周辺サービス充実を経由

した効果の重要性が示される。
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